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く
行
政
内
部
お
な
修
問
中
川
が
混
合
し
七
ン
λ
一フ
4
が

連
用
さ
れ
て
い
る
の

そ
の
限
り
で
、
ど
J

ツ
↑
お
け
る
併
の
わ
政
業
務
に
枕
く
た
め
の
条
引
は
、

叫
ら
か
レ
恨
の
同
レ
弘
な
/
J

ク
に
い
る

つ-フ、〆ゴハ一いい

お
り
る
グ
一
フ
ン
ゼ
コ

i
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
一
小
ん
、
力
ル
に
お
け
る
訟
似
の
付
組
み
の
よ
う
な
山
中
央
の
一
A
r
t
y出
長
成
所
」
に
よ
る
'
汀
収
後

継
者
の
L

り
l
k

化
は
行
わ

育
問
い
に
特
有
の
平
間
業
怖
が
優
先
三
れ
て
い
J

竺
一

O

R
山
小
ソ
ー
ワ
ー
ク
」
仁
ょ
っ
ご
山
林
庫
ず

る
危
な
は
、
こ
う
三
に
子
持
さ
れ
て
ド

で
イ
ア
に
お
け
る
!
?
の
行
政
烹
務
に
就
く
た
め
の
条
件
ば

郊
ハ
ん
的
に
は

多
ノ
、
の
立

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

以
品
悶
f
j
m
著

ν
く
M
t
な
つ
い
、
い
る
こ

~
L

れ、
f
J

の
問
刊
に
わ
ね
い
て
は
、正z

任5-:.
f主 f壬
Iニ員
剥 l止

ま 4~
ぺ七 日リ
てぴ)

し、)~.

る山備
室

Bj 
な

l自

主妻

紋
的
な
叫
科
白
制

乏
か
ら
八
日
守
主
ι
こ
れ
、

特
別
の
継
続
ブ
ロ
グ
ラ

k
を
石
一
じ
て
、

ド
ィ
y
の
一
呪
い
か
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
阿
咋
川
伎
の
喰
能
モ
↓
f
ル
は
、
重
大
な
ら
へ
臼
J

を
持
っ
こ
い
る
ラ
ぞ
れ
は
、
結
束
指
山
川
凡
な
行
政
一
ド
ん
け
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
鳴
い

の
町
出
念
は
、

グ〉

正i
L通，、
し安
l;A 立て
ず手 14 
か
当り
た?足
る誌
のす
ごる
あこ。3ワ〆
I'J. 

t置
し
に

し、

な
しミ

ベ
ス
ト
・
プ
一
フ
ク
ア
/
ス
と
ベ
、
/
手
・

γ
i
rヤ
ン
グ

は
f

市
化
、

対
L
7
フ
立
花
引
、
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判

行
政
J

広
告
の
緩
い

'g 

予J

さ
¥
パ
!
の
背

Z
か
ら
、
行
政
次
官
の
役
刊
に
つ
い
と
汗
レ
ノ
¥
「
、
て
い
く
こ
と
が
て
き
る
、

行
政
法
官
は
、
公
均
業
務
の
ハ
L
F者
全
体
の
中
で
は
位
以
で
あ
る
。
i
H
W
の

の
伸
明
性
】
群
に
間

γη

。'Uえ
は

ヰ
ノ
ノ
¥
は
、
了
校
、

大同
f
そ
の
他
の
校
古
j

抽
設
に
お
け
る
敦
怖
と
し
て
従
事
し
て
い
る

そ
の
ほ
カ
い
、
直
書
館
叫
書
、
森
林
管
理
{
[
川
、
内
物
的
信
川
崎
五
、

時

4
1
k
校
J

」
の
よ
、
つ
な
椋
ん
ぜ
な
専
門
家
が
た
J

さ
ん
け
る

か
な
り
支
い
山

-

/

J

Y

3

一J
1
二
三
、
一
1
1ニ
イ
式

u
f一i
】
自
立
し

l
主

L

1
ヂ
一
〉

D

l

コ
コ
〕
j

v

局、ォ
1
t
L
j
J
J
7
1
f
一一

舎
が
慢
川
ん
し
て
仏
募
集
さ
れ
て
い
v

る
と
い
う
批
判
が
し
っ
甲
」
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
七

校
一
行
政
業
初
に
お
い
ご
は
一
法
苦
独
」
十
」

ん
L
9
る
と
と
で
士
わ
れ
て
き
た
の
一
じ
め
る

以
下
↑
お
い
亡
、
ご
め
出
に
i
v
J
h
J
入
る
こ
と
に
し
よ
う
f

ァ

μ
宮
独
上
か
、
っ
一
出
品
便
校
へ

川
一
史
を
判
る
と

八
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ノ
行
政
の
専
問
い
化
の
始
ま
ヘ
り
に
お

v

て
は
、

宗
吉
だ
け
か
卜
位
の
行
政
業
務
に
つ
ド
と

の
け
古
人
一
/
年
Jえ
ら
れ
て
い
に
-
」
ど
が
一
小
さ
れ
る

そ
の

E
4成
は
r

れ
政
の
り
唱
に
け
L
h
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
J

ノ
れ
政
法
に
お
け
る
法
律

学
的
刀
法
的
山
人
守
旧
制
と
'
同
信
的
執
行
そ
一
ア
ル
へ
の
お
川
は
、
F

」
の
尚
向
を
強
め
、
て
の
桁
果
、
少
な
く
と
も
一
般
ノ
れ
設
は
、
法
曹
が
侵
い

す
ぬ
も
円
と
み
な
さ
れ
え

J

一ー、豆、品、
2

2

d

J

そ
れ
ト
ネ
カ
カ

iir
レ
J
q

上
位
内
行
政
叶
4
T兆円
i
お
け
令
市
訪
を
一
行
う
i
c
、
、
こ
の
よ
う
な
予
備
校
育
が
必
帯
広
治
ど
い
う
河
川
引
一
に
羽

γ

る一一一仮説は、

夙
に
初
期
の
段
併
に
お
い
て

法
律
子
の
教
育
だ
け
が
J

必
要
な
可
ぷ
と
技
能

し
仏
く
繰
り
返
さ
れ
て
言
行
治
手
?
あ
っ

を
打
問
、
χ
ら
れ
F
O
と
い
う
こ
と
に
は
、

疑
問
川
が
山
さ
れ
ぐ
れ
た
f

i

よ
「
ノ

J

、

1
t
t
t
 
主
」
一
九
コ
ハ
干
:
、

;戸
l
、

一

-

(

y

i

料
法
学
者
の
ヘ
ル
マ
/
・
カ
ン
マ
h
t

日
J

円一
r
ヴ

イ

ヴ

R
F
E
Eミ
ERh
と
は
、
皮
肉
汎
じ
り
に
批
判
し
亡
、

工
山
一
心
ノ
灯
政
以
前
~
省
、
す
法
ず
に
よ
り

f
め
広
め
ら 存
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れ
た
決
た
を
打
立
の
五
際
上
空
μ
件
に
つ
い
て
、
条
リ
入
マ
ン
、
J
の

t
う
に
作
り
出
す
、

お
人
好
ぜ
の
川
円
ぷ
へ
の
友
化
〆
で
あ
る
)
叙
山
内
一

ぞ
れ
v

以
半
、
(
れ
孜
任
務
の
多
出
叩
引
に
強
み
て
、

A

般
上
併
行
決
議
2
0
に
つ
い
て
の
資
格
段
作
タ
一
一
方
的
仁
J
一
律
、
了
教
育
だ
け
に

合
わ
せ
る
F

一
/
一
を
降
一
日
す
る
べ
き
だ
と
い

A
t
z
f
が
拍
ヤ
J
ょ
う
と
い
っ

こ

お

一

μ

ト
又
は
訴
判
伽

r¥マ
ル
に

E
る
改
本
の
刺
殺
を
通
じ
て
、

そ
し
て
、

u一
/
、
と
ち
こ
ー
パ
ノ
守
f

ク
マ
丸
~
J
メ
ン

】ノ
λ

い
ト
ザ
ヴ
ト
を
指
叫
し
、

幻
什
円
台
J

約
な
効
率
性
暴
準
い
に
一
リ

i
炉
一
胡
す
ゐ

行
政
は
、
少
な
く
と
も
経
営
的
な
能
'
り
を
持
ち
ゃ
わ
せ
た
指
導
凶
を
必
ぜ
と
づ
る
と
川
、
つ
印
象
が
い
沌
ま
っ
h
J

の

こ
の
州
、

の
よ
う
な
見
バ
に
力
を
江
け
て

日
怖
々
な
し
÷
へ
P

J

が
公
的
祁
門
に
調
わ
る

l
l
一人を
F
f
r
山
L
Lき
ご
い
る
ο

L
た
と
え
ば

?
〆
ス
タ
ン
ツ
t
人

パ
ブ
ワ
ノ
ク
マ
ミ
小
、
ン
メ
ン
ト
」
な
い
し
ー
公
式
管
川
町
」

の
修
土
コ
ー
ス
を
h
ソ
め
る
こ
と
が
じ
き
る

三
人
た

7
j
l
k
i
 

リ
プ
ピ
ハ
ハ

l
ソ
A

ン
の
私
立
ソ
ツ
ベ
リ

7
八
守
は
、

パ
ィ
ノ
リ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
~
と
ガ
パ
ア
ン
ス
の
汀

1
ス
を
設
け
て
い

も
コ
と
も
、
二
の
よ
う
な
数
ム
円
山
促
供
は
実
記
さ
れ
て
工
会
V

一
、
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
市
長
が
不
足
し
て
い

一
丁
ん
正
一
、
コ
宇

ω

Z
E
L
-
-
u
y
 

ー
ヘ
ノ
プ
の
池
川
正
に
問
?
〕
一
よ
川
、
一
同
律
字
の
比
試
合
の
優
作
い
が
経
験
上
証
明
J

台
、
札
て
い
ふ
ヘ

す
な
わ
ち
、

つ
ア
ル
ク
コ
ー
ピ
ン
ガ
ー

一』「ぐに
h
f

% 
以

法に
it 主
字る

手Z 政
け t口

ly 

交才T
(.)政

」
の
明
則
令
川
町
F
K
は、

V
J

の
研
究
に

と
り
ン
ダ

-
T
J
ノ
ホ
ハ
イ
ム

~
戸
ミ

~
b
f
F
X
1
J
なミ
3h)

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

よ
れ
ば
、
冷
祥
的
役
割
や
果
た
し
て
い
る
述
郊
同
山
の
立

レ
+F

・
ャ
、
〆

{
事

V
2
2
b
E
)
L

ン
ル
ワ

f

7
・

之

J
7
f
卜

で
き
)
円
、
州
L
ベ
ル
に
お
け
る
ト
ノ
ブ
官
吏
の
、
っ
ち
法

r

に
一

殺
し
て
い
る
c

法
律
」
J

の
教
育
の
ほ
か
に
は
、
〉
り
わ
け
、
付
治
学

曹
が
占
め
る
ぷ
九
け
は
約
四
八
%
で
あ
る
と
す
る
研
究
結
果
と
も

の
教
右
が

也
記
と
州
の
符
喜
一
闘
に
お
い
て
F
ノ
ら
れ
る

連
邦
七
伐
の
最
上
い
の
業
務
ポ
ス
ト
の
約

八
%
を
経
済
了
内
投
育
を
託
け

いた

吏
が

め
L 
し当

る
o 

" 
M 
L 
L 

こ
の
調
査
結
果
は
、

政
治
『
J

又
は
引
会
守
山
川
じ
門
尽
を
持
勺
{
門
支
が
占
め
る
か
正
行
は
、

ハ
に
の
行
成
レ
ベ
ル
ト
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
二
円
ズ
ょ
う
。

ギj

%
に
と
ν
王
勺
亡

こ
の
数
字
の
持
つ
出
味
は
二
つ
の
討
中
r
H
1

で
叫
ら
か
で
あ
る
格

、
1

汁
い
昔
剖

ι」
在
一
語
る
て
ー
と
は
寸
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
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、
， ' 

ー
μ
刊
の
業
務
は
、

ぷコ

(止

ふ
一
山
く
悼
の
早
門
に
も
河
ー
か
れ
に
い
る
も
っ
こ
も
第

に
、
明
ら
か
に
多
数
の
指
導
的
任
務
が

判

オt

土t
t 
、

:)lii;、)j、学¥(i:i ¥'2刊日) 662 〆201:L7 

法
曹
に
よ
っ
て
付
わ
れ
亡
い
る
こ
と
は
一
ハ
パ
過
d

江

な

い

仁

か
J

、
、
の
で
つ
な
主
主
犬
務
の
原
刈
は
丸
紅
い
で
あ
ム
ワ
う
か
つ

'g 

予J

ド
f
y
の
打
枚
、
ン
ス
ア
ム
が
、
沢
時
の
詰
改
革
に
も
か
ム
リ
リ
わ
ら
ず
、

ι小

呼
か
い
行
{
疋
と
き
な
い

/
れ
ず
以
裁

し
と
「
ル
ー
ル
一
ド
よ
け
円
引
か
さ
れ
て
い
る
一

p

み
な
し

主:J

よ

徹
底

4九

和c

~ll 

て

る ~j;- I叶
際
そ均
jしな
に J:
よ較

で剥

か

は

う
る
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
の
七
段
実
務
は
説
く
状
化
き
れ
い
v
t
お
り
、

行
政
作
吊
の
一
刑
法
パ
「
は
小
心
的
在
行
為
基
準
と
な
っ
て
い
る

こ
の
内
二
い
お
い
て
、

法九世
V
A
J
を
'f
ん
が
慌
員
二
対
す
る
司
別
の
安
弘
か
け
l

じ
て
U

7
仰
の

メ
~
ゐ
り
い
~
、

千
れ
以
〕
の
ほ
図
引
法
律

7
の
Mmベ
す

の
行
政
と
の
近
さ
じ
白
川
出
さ
れ
る
c

す
な
わ
ち
、
ア
ン
ヘ
ー
レ
ア
ス
・
ワ
プ
ス
ク

1
レ

一

:
l
f

】

h
J
Z
4
1
h

法
律
い
f
の

い
史
料
足

E
r
b
Eに
~
守
)

教
育
は

除
系
的
な
思
考
と
ハ
明
祉
の
迂
比

実
際
士
り
半
例
を
も
と
に
し
た
決
4

疋
技
術
の
お
七
の
A

理
科
テ

そ
の
四
川
崎
偏
重
;
ヮ
リ
出

、
統
訂
了
一
ヤ
経
験

i
義

の
れ
政
と
の
距
岬
ゅ
の
た
め
l

堅
実
な
基
按

ふ
川
河
川
h

u

得
て
い
な
い

行
吏
:
以
内
規

'75
一語、
ν
く
見
て
み
る
と
、
浅
山
h
m
w

漆
位
は
祝
行
の
戦
階
、
文
に
お

v

て
も
反
映
、
〕
ど
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
今
た

モ
え
は
、
達
邦
戦
陥
〈
μ

条
二
組
は
、

い
の
行
政
業
務
に
災
く
こ
と
は
、
法
律
品
市
内
準
備
室
内
作
品
を
第

次川口、
Jd?
回
ぶ
試
験
を
九
円

惜
し
r
、伐

f
Lた
す
べ
亡
の
汁
、
苦
心
明
か
れ
て
い
る
F

」1
〆
か
川
J

比
さ
れ
て
い
る
つ
F

」
れ
は
活
常
の
形
誌
に
で
あ

ωU
笥

(前一

試
験
に
合
格

L
た
パ
け
の
長
沼
に
対
ず
る
、
パ
律
学
の
戦
は
補
一
め
し
少
な
い
の
で
、

次
法
相
、
4

了
寸
京

ド
イ

y
の
法
官
の
;
ヘ
多
数
は
リ
ド
一
律
F
T
の
了
修
と
け

C
な
ー
¥
そ
れ
に
続
く
準
仙
業
務
も
怜
「
す
る
υ

他
の
専
門
レ
異
な
っ
て
、
法
山
田
い
に
う
い
て
官
吏
法

i
求
め
ら
れ
る
重
力
公
立
品
川
い
は
、

1

酒
、
準

(
2
2
2
5
5
2竺
と
し
て
存
存
し
て
U

る
n

そ
れ
に
よ
て
亡
、
法
軒
は
、
税
争
者
と
た
ベ
亡
、
尽
に
あ
る
程
伐
の
リ
仁
川
政
経
叫

日一

を
有
し
て
お
町
、
そ
れ
は
一
ん
の
制
度
之
ど
刊
を
約
束
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
法
嘗
の
独
ハ
は
存
λ
什
し
な
い
も
の
の
、

ー
い
舎
の
優
F
凡
な
い

L
は
法
益
!
の
億
円
が
見
山
さ
れ
る

い
く
つ
も
の
行
政
改
本
を
蕪
山
吉
川
k

牛
き
託
吋
J

て
き
た
の
戸
、

そ
し
て
、

伴

、

【

T
4

初、

4
t
i
 

島七



、ノ、
J
r
k

ルグヌ、

九

ノ

行
政
法
山
田
の
市
計
J

剖
J

域

し
て
、

ト
ノ
ツ
の
法
科
長
成
に
お
い
て
極
バ
刊
の
場
台
と
芳
、
ズ
ム
片
山
引
で
い
る

こ
の
よ
う
な
粘
県
は
、
行
政
法
官
の
が
勤
拘
、
成
へ
の
視
点
を
写
く
ち
の

C
あ
む
よ
口
物
、
約
な
冶
僚
r
f
義
的
関
川
リ
ヘ
原
刊
は
、
川
、
古
に
対

主
の
去
凶
併
と
桁
び
つ
い
て
、
…
府
吹
い
泊
款
の
ス
ベ
ク

i

一ル

を
技
仇
す
る
れ
れ
成
法
政
i

と

l
て
公
的
業
務
~
此
川
た
背
は

臨
内
世
の
巾

C

は
、
公
的
業
務
の
領
域
ル
体
が
向
か
れ
て
い
る
の
寸
あ
る
「
こ
の
占
江
、
高
山
口
ア
任
用
メ
れ
た

1
4

疋
め
ん
吃
完
~
一
対
し
(
に
の
み
匹
定
さ
れ

て
い
る
、

m
w
g佼
γ

主
義
的
な
地
位
制
度
と
は
ん
さ
く
異
な
る
し
r
ご
ろ

行
政
法
官
は

i世
'E 

般
行
政
業
務
の
職
怖
に
属
す
る

そ
れ
に
よ
り
て

u

こ
と
に
な
る
。
ょ
っ
v
fつ、

行
収
伝
相
自
は
企
凶
作
業
に
任
じ
ら
れ
得
る

若
干
の
例
ふ
一
ハ
ム
三

割
へ
の
遣
が
院
か
れ
一
に
い
る
代

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

ま

行
孜
氏
習
の
作
用
川
誌
作
に
つ
、
い
て
、

地
方
白
山
心
外
の
広
務
職
に
任
と
ら
れ
仔
F

旬
、
こ
こ
れ
は
、

法
山
田
は
、

掠
め
て
多
憾
な
役
割
に
任
じ
ら
れ
行
る

行
政
法
品
目
に

行
政
川
い
苦
は
法
的
町
民
の
単
門
的
処
珂
に
日
以
ら
れ
な

対
応
す
る
収
業
沼
山
加
が
あ
れ
ば
、

一l
J
巾
は
人
戸
村
田
手
一
よ
み
じ

μ
声
r
hリ
ル
λ

-
j
f
t下

l}li--
ヲ

[
f

1士
詳有

::t 
而

l~ 
〆

閑
辿

fこ

法
的
自

立と
戸f
J 
Jど
人

ド

君主

す
る

日え人法羊)fi3 (2 --~ ()í~1 刈;; r2(ll':L 7 

や
松
川
リ
所
に
お
い

る
任
務
も
旬
、
う
。

ド
イ

y
何

f
fぃ
政
裁
判
一
小
川
口
比
に
よ
れ
ば
、

た
シ
ザ
八
一
は
決
1

出
回
は
、
}
口
一
氏
の
給
!
日
南
一
品
、
行
fU
決
定
に
対
す
る
明
ハ
ぷ
げ
し
J
V

て
に
つ
い
て
次
疋
す
る
。
さ
ら
ド
、
注
曹
は
、
財
聞
、
一
下

/
土
政
法
曹
は
、

時
期
1
L

の
た
め
の
「
続
に
毎
場

す
る
民
り
に
心
い
仁
は
、
す
べ
て
の
醤
机
に
お
い
ぐ
れ
い
弘
同
十
レ
州
さ
で
あ

リ
〉
J

J

J

7

、

門

I
M
C
仏
打
V
し
に

f
L
d
k

連
立
キ
長
省
内
上
、
?
な
ド

f
ツ
の
人
規
↑
即
け
庁
は
、

く
の
が
い
町
長
一
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

雨
明
サ
宮
川

人
事
持
u
m担
が
置
か
れ
て
い
る
f

A
h
に
あ
七
る

k
り
も
、

労
働
I
い
又
は
社
会
法
の
間
涯
の
責
任
を
を
ね
ら
れ
る

ノ
イ
政
山
川
市
前
織
に
お
い
て
、

「凶一切

ソ
人
は
「
捻
y
佐
一
会
主

二
乃
若
可
ず
動
く
一
7
λ
1
1
h
J
!「
仏

(
-
1
1
j
l
:
1
l
 行
政
法
士
り
刊
川
町
刊
の
惚
J



判

j
ヘ
ウ
白
人

F

一、

右

手
L

次
白
岡
は
、

の
な
一
司
グ

λ
}

ブ
は

久
ド

EJ刊
楽
に
も
H
R
じ
ら
れ
仰
い
フ
Q

F

」
の
作
卒
、
は
、
通
μ

弔
、
学
問
げ
野
を
超
え
た
協
協
が
関
わ
っ
て
い
る
c

こ
の

た
と
え
ば

ノ
む
主
改
輩
の
九
ー
の
の
山
一
門
家
会
一
誌
で
あ
j
M
借
る

一
打
攻
法
告
は

」
町
一
湖
速
に
お
い
て

川
又
は
刈
登
山
守
役
町
一
一
千
一
初
、
ぺ
;
℃
が
桁
ご
は
な
い

と
い
う
の
は

辻パ
F

山
田
に
は

コ
ミ
コ
コ
ケ

i
シ
ゴ
ン
能
力
と
川
町
へ
は
前
々
が
あ
る
と

'g 

予J

考
、
え
ら
れ
る
か
ら

p
b羽
る

行
政
法
官
の
活
設
は
、

行
政
浩
川
何
倍
ム
は
の
各
レ
ベ
ル
ド
閉
山
ム
片
山
川
右
い
-
一
と
は
い
ノ
逃
し
て
は
な
ら
ん
ゆ
い
U

省
庁
七
γ
以
に
お
い
て
は
、
法

律
予
約
な
中
川
2

門
却
識
が
叫
く
ぷ
め
ら
れ
る
、
こ
こ
で
は
、

LL
い
/
什
政
法

何
に
法
伶
案
内
町
品
川
ヤ
助
二
口
が
行
わ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
η

た
と
え
ば
、

事
務
(
ぺ
又
以
級
事
務
汁
が
、

士
習
で
あ
っ
て
も
、
ぺ
官
庁
行
政
に
任
じ
ら
れ
行
る

連
邦
内
務
中
門
戸
一
沿
い

J¥

五
十
へ
・
糾

1し
ば

そ
の
よ
う
な
宮
市
ん
に
i

ぜ
つ
で
も
指
辱
約

F
内
怖
が
委

引
い
ら
恥
山
何
日
る
の
ぜ
あ
る

織
犯
罪
」
部
で
担
当
守
一
〕
の
職
か
一
任
せ
も
わ
停
る

キ
t

リ
7
に
役
立
つ
で
、
地
邦

m
F日
の
」
ぷ
ノ
な
付
属
山
庁
仁
ぶ
い
て
、
指
導
的
地

た
と
え
ば
、
彼
は
、

位
を
引
き
ず
礼
け
得
る
v

刊
行
政
へ
の
虻
量
殺
え
も
削
除
さ
引
な
い
で
あ
ろ
、
っ

四

行
政
伝
曹
の
葉
氏

1，) 
現
砲
の
公
的
長
峰
に
つ
い
て
の
法
曹
が
聞
の
後
初
は
、
日
臥
じ
述
べ
た

F
)に
、
特
じ
ド
イ
ノ
の
法
品
目
賛
成
に
け
礼
を
民
L
r
~
~
〆
~
が
で
き

河川
n

J

に
お
い
て
、
宇
一
の
け
い
を
よ
り
詳
細
に
に
て
み
ぬ
p

v

に
】
ふ
ろ
一

ゆ
川
仙
両
日

元
の
珪
念

l

J

y

連
邦
た
川
村
山
法
官
義
氏
は
、
三
午
に
わ
た
り
、

A 

い
わ
ゆ
る
法
官

k

j

、
S

コ、守一

s

f
v
k勺
よ
メ
ノ

t

ト
/
亡
し

I
L

こ
れ
は
、
法
律
?
の
学
修
弘
、
対
法
怜
叩
け
と
結
び
つ
い
て
、
す
べ
て
の
よ
い
停
戦
一
対
し
て
同
憾
に
資
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し

己

U
リ
f
t
スー

:)lii;、法学¥(i:i ¥'2刊8)6別〆201:L7 I 



ー
い
る
J

+
ふ
い

1
1
v

向
日
資
諮
奴
向
付
右
(
〈
C
}
}
に

2F)

は
、
準
備
業
務
を
一
体
内
ー
す
る
こ
と
じ
が

之
は
「
川
岸
p
e
同一尚一例

ハ
ノ
、
九
汁
パ
哉
は
十
に
な
る
か

司
法
{
口
じ
な
る
か

K
Mい
の
(
ト
い
及
川
口
に
右
る
か

U
ら
湯
川
{
バ

L
A
る

法
伊
丹
マ
の
主
献
に
お
い
亡
、
法
品
目

八
の
さ
え
ん
は
議
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
で
、
法
両
日

元
は
、
北
口
、
引
品
川
内
主
長
官
/
U
与
じ
「
ノ
え
ム
二
J

、
そ
の
究
、
そ
う
で
は
な

ノ
¥
、
川
川
家
法
官
こ
ー
し
て
の
内
〈
さ
く
泳
域
的
な
法
山
田
い
の
説
、
ぇ
方
を
託
羽

γ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
批
訂
す
る
す
告
が
い

一口一

一
ん
の
間
際
的
な
名
ご
み
γ
一
議
訳

L
、
こ
の
ν
予
え
々
を
維
持
ず
べ
き
だ
ー
に
す
る
凡
ハ
J

込
山
あ
る
U

dチー

オi

対
し
し
、
法
虐

正
山
曜
に
机
え
る
と
、
小
山
許
一
冗
の
与
え
バ
が
現
実
に
l

古
い
L
U
官
女
格
取
持
高
円
「
同
別
な
く
あ
一
り
ゆ
る
法
倖
川
専
門
聡
の
資
格
ゼ
付
り
し

一、いづ
Q
l
」
い
、
つ
の
汁
山
、

疑
問
で
あ
る
ヒ
う
に
思
わ
れ

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

6
え
刀
が
、

い
よ
れ
じ
し
て
も
行
政
法
告
の

を
民
比
二
ド
対
〆
ご
ま
、

4
1

日
l
L
4

「
(
V
1
1
h

明
ら
か
に
利
点
を
必
っ
て
い
る
P

}

と
は
見
地
j
F
こ
J
が
一
じ
さ
な
い
U

こ
の
こ
と
は
、

N

J

ソ
ノ
の
法
苦
表
成
の
恒
々

の
要
よ
か
ケ
一
日
ん
ワ
九
州
戸
)
と
で
分
か
芯

つ
ム

大
?
に
お
け
る
間
作
川
市
今
4

修
ド
お
げ
る
わ
政
一
九
務
と
の
同
連
性

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

ま
ず
、
法
律

7
m
H
7
4
修
に
お
け
る
行
政
実
作
物
こ
の
関
連
に
ι山
口
を
当
て
f

、
み
よ
う

44
旬、ペベ
4

パ
は
第
一
次
J
J
d
i
?
回
ぶ
試
験
を
一
一
そ

験
LF
る
ま
で
仁
拘
司
]
年
対
今
更
す
る

ド
イ
ツ
じ
お
け
る
法
律
立
の

d

修
は
、
「
法
規
定
い
問
す
る
悲
}
一
町
内
P
U
L
Z
河
小
山
、
そ
の
成
立
と
体

系
訓
円
υ
寸
ぴ
に
法

7
的
方
法
の
川
い
?
わ
ん

の
修
汚
J
L
γ
巨
均
う
ど

υ

て
い
る
。
え
と
え
ば
、

ハ
ノ
フ
ル
ク
州
法
問
養
成
法
A
M
h
z

一4
1

引
い
か
そ
の
よ

う
い
た
灼
て
い
る
υ

そ
の
浪
り
で
、
ワ
門
知
品
川
呑
一
斉
え
る
二
Y

だ
け
で
は
な
く
、

ベ
レ
イ
一
三
、
あ
る
U

こ
の
よ
つ
な
要
斗
刊
の
行
以
法
に
関
述
し
た
具
、
体
化
は
、

教
義
学
的
な
能
力
と
刀
法
へ
の
官
誠
が
重
悼
と
あ
ゐ

川
」
出
品
殺
の
対
象
に
川
河
一
4
7

る
州
の
国
定
じ
お
し
な
べ
て
「
ノ
山
」
一
一
ヲ

」
L

L

げ
か
ず
刊
、
守
A
r
p
h
M
L

ハ
〆
ブ
ル
ク
川
ペ
法
一
点
政
対
象
ノ
リ
条
iu
市J
か
ら
、
行
政
汁
に
九
州
、
行
政
法
弁
論
及
び
行
政
訴
訟
法
が
第

次
ー
な
た
γ
い

取人法羊)fi3 (2 --~ ():n州日 r2(ll':L7 J 



判

お
い
と
試
脱
内
百
と

L
て
考
慮
さ
れ
、
つ
る
こ
こ
が
川
明
ら
か
で
あ
る
三
こ
け
わ
け
、
行
政
訴
訟
法
が
試
験
謂
立
に
収
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

、F
I〆
い
ト
ド

4
m
hリ

実
品
川
こ
問
亦
一
づ
け
ら
れ
と
い
る
学
生
は

絞
に
そ
の
行
f

ば
法
の
知
識
が
実
際
の
作
陀
と
決
定
の
方
向
Ud
汁?と日
h
d
?
に

'g 

予J

役
斗
つ
よ
う
、
帯
情
し
主
け
れ
は
な
ら
な
し

没
に
斗

が
日
隠
す
る
。
一
れ
は
、
九
時
一
一
義
に
よ
つ
に
勾
ら
れ
た
法
律

救
JV
方
J
L
ノ
川
的
な
具
体
化
の
追
打
ハ
と

U
f
¥
法

y
u恥
で
は
事
例
じ
開
畑
違
づ
け

し
ば

L
ば

脅
し
義
い
は
い
わ
ゆ
る
事
例
主
押

託
識
を
実
靴
作
カ
ふ
り
持
コ
て
き
た
法
的
事
件
の
銑
泥
沼
間
決
会
活
じ
て
泊
祝
え
る
上
う
に
C
F
る
こ
と
が
ド
H
川
町
で
あ
る
U

た
め
に
、
法
休
、
7
の
学
修
期
間
の
成
績
7

ン
ヘ
i
n
l
ル
の
川
倒
的
な
部
分
は
、
山
半
何
処
刊
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
ー
多
技
沼
状
試
刊
紙
ヤ
論

こ
の
よ
、
つ
な
事
古
内

た
と
え
ば
、
行
政
法
の
あ
る
苔
が
降
人
い
対
す
る
建
築
近
可
十
行
政
裁
判
所
で
取
り
泊
し

う
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
う
る
…
こ
の
よ
う
↑

l
て
、
川
J

d

は
、
一
心
J

間
判
的
拡
砲
を
持
っ
た
主
務
丸
一
」
に
な
る
よ
う
訓
仙
刊
さ
れ

z-

川町

〔
か
し
、
学
際
的
仁
監
坪

3
れ
た
行
政
宗
八
千
の
必
要
L
?乞
り

7
柊
↑

述
は
h

和
め
て
稀
「
あ
る

で
は
、

公
行
政
の
市
助
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
惇
か
に
よ
い
準
位
い
に
な
る

統
合
4
v
y
守、ト
y-

に
つ
い
ザ

、
若
ー
の
試
み
が
あ
る
も
の
の
、

マ
イ
ナ
ス
の
一
叶
t
ノ?♂

c
r捕
で

三
れ
ま
で
成
必
ぷ

fv
な
い
二
;
は
、

〉ユコ巴
r
n

ミノヘ

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
/
ゲ
、

γ
ウ
ト
ブ
ノ
ト
u
d
J
r

川、

一
了
ー
パ

T

U
ノ
ク
で
た
ン
?
ノ
ト
と
い
っ
た
一
斤
概
念
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
丹
J

止
は
多
く
な
い
じ
そ
の
限
け
で
、
祢
め
て
必
式
的
な
特
桜
子
持
つ
法
山
い
養
成
で
あ
る
/
い
み
初
判
は
、
川
河
町
旦
に
は
品
駁

ν

将
な
い
、

当

r
修
が
実
待
と
近
い
V

肱
唯
一
今
良
川
っ
て
い
る
と
い

7
F
Z
に
は
、
事
例
指
刷
、
こ
花
ん
で
、
特
に
、
、
了
期
ハ
昨
仲
間
↑
の
一
グ
円
引
実
究
明
司

/しい
vhω

ャ乙一吉川又

実
刊
訂
場
所
の
涜
択
は
、

条
件
は
、
法
実
訟
ド
ァ
ル
タ
イ
ム
で
携
わ
っ

t
い

学
牛
い
委
ね
ら
れ
て
い

る
古
山
督
者
Jγ

じ
ん
つ
け
る
こ
と
だ
け
と
あ
る
い
、
了
牛
が
打
政
法
上
の

に
刻
、
レ
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
た
子
又
は
、
「
い
汁
を
実
習
場
所
に

選
ぶ
二
、
ー
と
が
一
C
3
7
Q
H

も
り
と
も
、
実
習
駒
山
の

Z
誌
は
一
読
ん
幅
弐
れ
て
い
る
U

そ
れ
を
小
要
で
あ
る

2
み
な
す
大
学
数
以
は
少
な
く
な

い
れ
な
ぜ
な
ら
、

長
押
印
肉
潟
の
寺
加
証
明
書
以
外
ト
は
、

河
ら
要
件
以
い
'
課
さ
れ
に
い
な
い
か
ら
で
あ
る
f

そ
の
限
り
に
お
い
て
、

は
と
真
主
J
H
尖
習
問
問
に
取
り
組
む
h
v
e

は
、
吋
什
に
均
J

生白川
KMγ

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
二
口
え
ゐ
c
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い
わ
ゆ
る
牢
択
科

F
の
引
一
体
内
(
泊
三
三
己
℃

5rECLM己
主
計

伎
の
行
政
J
、前日こ

u
L
の
込
動
に
し
r

コ
ご
は
、
場
合
じ
よ
っ
て
は
、

一
件

意
味
守
山
行
九
、
J
ゐ
、
選
択
科
円
い
の
と
ヨ
リ
伶
は
、
法
律
山
一
?
の
合
修
全
体
の
最
後
の
養
成
謀
桂
で
あ
っ
て
、
ウ
一
週
主
、

七
メ
ス
夕
日
杭
ノ
ミ

〉
1

リ
:

G
l
i
l
-
l
 

jf
牛
に
は
、
そ
の
法
律
苧
の
h
M
4
J川
三
小
刀
法
の
川
誠
弁
決
め
る
丈
め
の
が
い
い
い
か
提
洪
さ
れ
る
J

そ
の
場
ム
円
、
」
J

バ
ー
は
徐
々
な

還
択
科
日
領
践
か
ら
山
F
A
ぶ
こ
と
が
で
き
る
υ

と
の
」
つ
な
選
択
科

U
領
、
仰
を
市
志
ず
る
ふ
パ
'
は
、
宇
ぶ
の

U
山

多
く
の
場

合
、
足
択
科
un
領
域
は
、
関
ιー
す
る
γ

八
丁
数
買
の
研
究
開
凋
心
存
一
反
映
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
ト
イ
ソ
の
学
部
で
、
山
中
/
な
く
と
も
つ
の

行
政
法
的
に
構
成

3
れ
た
選
出
れ
科
目
日
域
が
存
ん
げ
す
る

h

ん
と
え
ば

ハ
ン
ブ
ル
ク
ム
ヘ
学
法
F
7
祁
で
は
、
一
課
羽

L
L

ぃ、っ

選
択
科
円
'
前
叫
叫
が
提
供
さ
れ
f

、
い
亡
、
古
一
旬
、
心
、
学
生
は
、
p

の
牛
h
f
ぷ
料
ん
の
あ
ら
ゆ
る
叫
引
に
親

L
む
こ
と
と
さ
れ

こ
の
か
め

た
と
え
ば
、
肺
-
棄
物
法
、
成
境
負
荷
法
、
叫
本
法
、

十
時
引
以
J

説
法
に
問
山
「
9
る
f
M

山
設
や
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
け
料
る
、
出
J

止
に
行
政
上
九
務

を
よ
り
つ
ぶ
さ
に
干
す
た
め
、
計
川
JU
庁
へ
の
読
査
旅
行
か
用
意
さ
一
引
亡
命
こ
と
も
あ
る

澄
川
パ
引
け
は
の
学
柊

L

よ
っ
て
既
存
の
川
識
が

川休め
h

一
ノ
れ
る
こ
と
で
、
立
4

生、か、

一、の
J

了
修
わ
叫
川
点
ご
、
あ
ふ
伝
竹
町
ハ
ペ
を
じ
ら
に
と
っ
一
、
の
将
来
の
股
主
的
な
活
動
分
野
と
工
、
発
問
U
L

す
る
こ
と
も
持
ご
は
な
い
J

V

J

B

/

が
っ
て
、
れ
成
、
文
に
院
7

〆
て
は
、
行
政
在
的
な
選
択
引
刊
行
鉱
山
川
を
選
ぶ
こ
と
が
い
恨
の
行
政
法
ド
甘
し
子
〆

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

ー
の
活
的
の
ノ
ナ
4

例
と
九
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ

ffh
で
手
よ
叶
r

干
E 
C) 

?え
修法
に律
お子
L￥，[ 

1萎 Z4
?}l. .~;;Z 

1.: 13 
成い
有司 、
はお7は

r

わ
泣
け
ば
は
他
の
1
7一
分
野
と
止
べ
と
十
八
き
な
比
L
R
J
T
ト
門
め
る
わ
け
で
は
な
い

了
f

一
が
選
択

第

吋
川
家
試
験
何
成
総
許
価
の
つ
垢
ド
ド
組
み
入
れ
ら
れ
る

ま
た
、
第
A

次
法
律
子
付
家
試

滋
は
六
を
い
し
じ
の
筆
主
試
厳
し
か
ら
構
成
さ
れ
、

や
説
、

ご
仁
、

7
1
-

t
U
1
f
i
 

公
法
が
ほ
ぼ
伺
に
割
合
い
な
一
リ

i

い

さ
fh

ド
、
こ
の
今
一
つ
の
法

記
戒
に
つ
い
て
円
辿
試
肢
が
予
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

大
r
了
で
は
な
く
、
「
州
司
法
試
政
尚
一
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ

J
n
h
1
1
如
、
コ
円
二
手
、

7

2
品
d
:
l

川いん
h
小{「
i

、
行
政
法
世
田
川
J

出
川
名
ν
う
れ
る
f

こ
の
よ
、
つ
な
h

孔
殺
到
皮
の
外
部
化
に
よ
っ

人
学
教
ほ
の
ほ
か
、
政
判
己
、

一
、
、
、
水
川
河
昨
て
、

公
H
か
つ
ム
百
円
義
な
向
結
司
町
川
が
保
以
戸
れ
る
ー
と
与
え
ら
れ
て
い
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J 

法
律
デ
J

市

に
お
け
る
実
務
ぷ
向
の
養
成

判

当

r
宇

が

治

'g 

予J

内
業
務
を
行
、
つ
た
め
に
ぶ
℃
欠
な

重
の
資
れ
ー
の
第

次
法
律
山
一
ア
ョ
家
試
験
に
首
宅
L

h

ノ
¥
ム
川
げ
併
す
る
と
、
法
律
宗
主
仙
刷
業
務
仁
進
む
こ
と
が
で
き

ωU
そ
J

て
、
こ
れ
が
八
九

三
要
ム
円
で
あ
る
〉
こ
れ
は
、
以

τ
述
べ
る
よ
ろ
ド
、
注
目
に
能
ず
る
も
の
で
あ

る4事
、肖
半

レ一

E
Jぞ守
L
i
d
o

2
郎
防

f
b
i
f
f

怜
習
は
公
法

と
川
町
ば
れ
る
。
を
し
て
、
養
成
を
-
Y
け
る
者
は
「
司
法

の
主
成
潟
M
M
し
い
し
て
構
成
さ
れ
る
。
こ

準
惜
業
務
は

一
般
的
な
南
品
川
川
ヤ
、
は

l

刊
法
修
習

た
い
て
い
の
連
邦
川
に
ぶ
い
て
、

の
こ
と
か
ら
、
-
同
法
修
門
生
ほ
古
市
ん
の
地
刊
を
有
す
る
わ
げ
で
は
な
い
が
、
部
一
日
刀
的
い
、
権
利
レ
y

義
務
に
関
し
て
、
投
同
を
留
保
じ
た

守
?
史
ド
寺
!
し
い
地
日
を
有
L
9
る、

準
仮
業
務
は
、

4
べ
て
の
連
邦
什
に
ぶ
い
て
民
間
続
け
ら
れ
る
っ
こ
の
問
、

続
々
な
半
世
成
機
限
を
凶
っ
て
い
か
な
り
れ
ば
な
ら
な

刊
に
よ
っ
一
、
異
な
る
へ
い
倒
的
に
多
く

修
習
バ
ー
が
そ
の
長
成
機
関
で
そ
札
守
れ
と
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
を
過
ご
「
か
に
つ

L
て
は
、

の
場
合

ハ
つ
の
異
な
る
主
波
町
卯
叫
が
強
μ

ば
さ
れ

川
叩
ぃ
桁
業
務
は
、

事
く
の
川
に
い
心
い
一
f
¥

月
の
一
発
成
ご
始
ま
る
じ
普
通
は
、
民
喜
一
裁
判
尚
に
お
け
る
ア
孔
ヶ
片
的

そ
れ
に
沖
γ
、

九
々
月
の
法
律
事
務
所
-L
お
け
る
一
玄
戒
が
あ
る
。
は
市
政
ド
、
選
択
完
成
の
一
件
凡

4
U
ド
ロ
の
養
成
は
ノ
山
川
政
{
口
庁
ま
た
は
/
付
政

裁
判
所
1
f

人
工
ハ
け
幻
る
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
に
続
い
て
、

京
事
裁
判
町
又
は
枚
笹
川
に
お
け
る
二
ケ

叩ゃい生は

訴
し
い
修
明
い
の
市
に
、
導
入
的
コ
ー
ス
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ん
な
い

そ
の
際

修
習
刊
は
、
ぞ
の
修
市
打
開
川
一
同
幻
口
以
山
伐
の
問
ウ
R
e
L
f
u
p
二
、
汎
山
川
河
こ
し
え
い
か
を
け
ら
守
山
ヴ
ヲ
一
と
が
で
き
る
ι

多
:
の
州
て
は
、
修

の
基
礎
的
な
J
ふ
れ
に

、門戸

、叩判
J

刊
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
恥
ノ
習
パ
ー
は
、
そ
の
け
仏
b
t
ぷ
を
新
た
に
す
る
訓
司
会
も
得
心
巳

似
下
の
修
習
ぼ
却
に
お
川
ぐ
は
、

停
留
バ
ー
は

た
と
、
χ
ば
、

下
で
存
刊
を
明
主
し
な
げ
れ
ば
な
勺
な
い
乙
枚
官
J

に
お
り
る
仙
沼
日
の
場
〈
J

で
も
、

体
/
別
問
牛
は
、

そ
の
楽
務
げ
一
応
、
刊
に
組
み
一
込
ま
れ
る
の
裁
判
引
に
お
い
に
は
、

民
政
判
一
川
に
か
け
る
法
廷
業
務
を
引
え

リ
A
h
p

刀
7
1
1
斗ふ、

1
1
/
[
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乏
け
る
こ
と
が
期
訂
さ
れ
る
r

伶
裂
の
期
叫
に
お
い
て
、

zMm-一
一
生
は
原
則
こ
し
て
試
験
合
会
け
る
必
叫
は
な
い
r

少
数
の
川
川
J

い
お
い
て

の
み
、

認
人
的
1

ス
に
お
い
て
、
喜
一
例
演
習
開
設
に
為
去
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
ペ

枕
昨
刊
百
円
内
一
九
口
は
、
川

r
t
c年
同
に
お
い
と
明
白
に
変
わ
っ
た
J

ド
イ
ソ
及
川
刊
{
れ
汁
仏
五
全

一
叫
に
-
で
れ
ば

修

f
お
に
裁

前
附
判
円
は

判
行
以
ド
ヘ
1
2れ
M
F
V

ム
九
九
吊
立
す
る
よ
へ
に
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
J

も
っ
と
も
、
間
々
の
修
習
期
間
会
主
制
い
見
れ
ば
、
修
習
は
、

山
一

こ
の
刷
、
実
際
は
弁
護
の
恥
楽
伐
に
合
わ
さ
れ
ご
い
る
こ
F
V
J
h
Z
か
る
H

J

U

伊
事
務
所
に
お
け
る
し
件
/
押
印
山
間
の
長
さ
が
こ
の
こ
と
を

ぶ
し
て
い
る
れ
し
カ
し
、
こ
の
移
行
は
、
修
了
直
の
就
楽
見
屈
し
l
L

い
う
河
内
い
か
ら
は
、

b
f
く
訪
れ
v

返
っ
h
J

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
f

裁
判
ロ
門
臓
の
道
が
閃
か
れ
る
法
苦
は
ご
く
温
か
に
川
ぎ
な
い
乙

川
刊
の
口
政
業
務
に
つ
い
て
も
川
根
心
こ
と
が
当
て
は
ま
る
U

ト八

出
?
の
片
時

f
省
は
ム
庁
主
L
L

↑
な
わ
、
)
レ
J

注
す
る
の
ご
あ
司
令

弁
諾

l
に
特
右
の
芯
成
が
路
市
行
に
お
い
て
強
化
さ
れ
る
の
は

そ
の
限
り
で
、

よ」
1

い
出
じ
わ
れ
る

逆
に
、
そ
れ
ト

E
C
て、

羊
仏
開
業
務
山
川
、

伎
に
裁
判
一
川
又
は
JU
政
仁
お
い
ど
に
崩
い
ら
れ
る
よ
、
つ
な
将
来
の
一
円
家
へ

の
宰
行
止
一
n
J
V

に
準
備
す
る
と
い
う
も
と
も
と
の
役
割
れ
て
つ
浅
の
い
て
い
る

品
約
]
芸
人
ー
と
し
-
一
、
守
〕
の
よ
、
つ
な
日
出
世
間
に
お
い
て
、

汁
ド
、
L
ご
ニ
に
一
ち
、
、
丁
r
d
人土、

v

一

1
l
?
?
〉

/
J
-

才

j
:
高
要
え
〉
、
て
辻
敗
者
一
で
あ
る

官
庁
に
お
け
る
五

i't苦境↑ずと専門'ftf~，Þ， ioj (j) 18Jで

故
山
怜
以
↓
は
、

l
込
の
よ
う
に
、

ケ
円
づ
こ
民
、
J
九
て
J
9
p
r

j
l
I
!
;
;
k
，
 

行
政
的
多
段
mm
か
ら
な
る
仕
組
み
ゃ
一
何
倍
的
に
合
併
す
る
に
は
、
;
の
川
川

剖
円

4J
仇一1J
…LA
V
T
A
J
Q
}

f

J

f

J

 

F

1

2

、

?
J

一

1

7

1

i

 

と
も
か
く
も
、
伎
に
行
政
明
、
従
台
、
ず
る
、
と
に
問
レ
が
あ
る
伶
習
止
は
、
山
内
択
修
洲
口

J
i
E
T
C行
う
ど
い

っけ
4
4札
引
が
政
さ
れ
て
い
る
υ

こ
の

E
う
主
除
去
を
利
用
す
る
u
f
は
少
主
く
な
い
、
修
科
擦
問
は
、
行
政
の
中
て
、
原
閣
と
ぷ
、

fA白

連
邦
ま
た
は
州
内
省
寸
に
芯
募
寸
る
。
ま
た

に
還
ふ
こ
と
が
で
き

作
叶
川
川
い
り
l
心
の
あ
る
修
川
叩
日
生
は

シ
ュ
バ
イ
ヤ
ー
ト
イ
ソ

に
お
け
る
打
政
に
珂
一
?
る

一4

刀
の
短
閉
山
7
J
修
を
俗
世
と
ゴ
ず
る
こ
と
も
t
弘
正
で
あ
る

u治
体
行
政
に
ぷ
け
る
修
習
も
ま

た
、
意
仰
い
か
あ
η
拝
ょ
う
n

そ
こ
で
は
、
位
月
間
川
井
は
、
付
慌
の
ノ
雨

次
村
し
家
試
殺
の
対
象
ー
と
な
り
侍
る
よ
う
な
山
F

型
的
な
行
政
事
例
に
議

わ
る
機
会
が
k
り
多
く
祥
ら
れ
る
c

そ
れ
に
は
、

ど
と
え
ば
、
市
h

ん
に
刈
ず
る
異
議
申
l
Jり
一
て
決
1
4

疋
の
作
成
が
数
え
つ
れ
る
c
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判

第
一
次
汁
家
試
験
は
、

い
い
な
試
験
か
ら
は
肝
成
さ
れ
る
c

こ
の
場
ム
門
J
U
、
独

υ一
γ
た
試
験
回

一
通
常
、
六
な
い
し
ヘ
科
ド
ロ
の
け
平

が
式
験
実
情
一
に
ん
一
任
を
負

7

何
年
も
旧
か
ら
別
段
川
一
仕
p

川
な
聞
記
と
な
J

こ
レ
る
の
は

修
習
υ
に
は
試
験
の
本
協
を
す
る
明
日
叫
が

'g 

予J

ほ
と
ん
L
r

叫
さ
れ
て
い
な
い
と
い
、
つ
点
ご
あ
る
〉

弁
設
指
向
ー
や
強
化

3
れ
た
結
岡
本
、
試
験
の
己
村
が
さ
ら

L
増
え
た
た
め
、
多
く
の

的
打
判
円
生
い
こ
一
二
L

は
、
む
き
る
摂
り
負
担
が
少
な
く
、
参
し
町
民
ん
じ
い
ち
少
な
く

7
済
む
修
州
自
殺
河
を
選
ぶ
r

は
か
な
く
な
っ
一
J
L

い

以
ー
を
王
と
め
る
と
、
行
政
実
務
を
宇
一
質
的
に
概
銃
一
(

F

る
こ
と
は
、
本
1

肌
市
長
一
株
会
波
じ
て
円
能
で
あ
る
U

そ
の
限
h

で
、
行
政
学
必
ず

へ
の
有
者
誌
な
神
備
が
行
わ
れ
ゐ
r

も
っ
と
弘
、
行
は
修
刊
の
低
矢
が
望
ま

L
U
o
そ
の
よ
う
干
一
ー
し
て
初
め
て
、
侯
山
開
者
は
、
実
際
に

L
(

小
一
の
行
政
長
持
日
夫
治
的
に
感
性
が
あ
令
こ
と
を
不
F
F
P
」
ー
に
が
で

3
る
の
じ
あ
る
r

う白

ま
に
め
|
|
改
本
熱
の
時
代
に
お
け
る
示
変
の
も
の
〉

L
て

の

行

政

法

曹

7

イ
ツ
の
ノ
勺
政
当
λ

灼
の
強
い

μ咋
ん
の
た
め
に
、

同
時
に
に
イ
〆
の
、
パ
山
「
義
成
は

郊
分
的
に
は
雨
、
脳

は
由
の

化
の
必
習
が
円
が
あ
る
と
'
工
、
も
、
り
怜
川
刊
行
政
浅
山
h
l
ァ
ぷ
、
の
泊
動
の
た
め
に
有
吉
4
1
ふた一車十川町
J
Y

蛇
制
、
)
一
f

、
v
ソ
匂
η

現
人
札
の
l
こ
こ
ろ
、
二

の
Jud
功
モ
♂
ル
は
近
ド
将
来
に
布
い
て
何
ム
交
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
/
一
一
u
、
さ
」
と
が
で
き
る

時
《
#
に
メ

γυ
て、

そ
れ
は
相
川
凶
に
抵
抗

し1

間
と
〕

f
¥
い
わ
ゆ
る
宇
口

l
ニ
ャ
・
ブ
円
セ
ス
の
改
革
機
淫
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
一

-
九
九
1

刀
午
に

ヨ

口

y
パ
迂
九
は
の
む
同
」
吋

は

そ
乃
ν

問
、
レ
に
お
い

い
わ
ゆ
る
ボ
ロ
ュ
ャ
宣
言
に
よ
っ
て
、
ヨ

u
y
べ
に

F
、
過
の
丘
、
了
空
間
会
内
h
出
す
こ
と
↓

工
、
統
的
な
げ

γ
修
の
以
内
れ
の
導
入
が
重
安
ご
し
め
ん
ザ
巳
て
の
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